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概要：THz帯域の微弱信号を原子分解能で検出可能な走査トンネル顕微鏡(STM)
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THzでは信号が微弱だと
増幅できず検出できない

GHzでは信号をいくらでも
増幅可能で検出できる

ヘテロダインミキシングによる
ビートダウン

発明内容
・ALMA電波望遠鏡の受信機の検出原理から着想を得たもの。
・増幅できない周波数THzの信号を周波数GHzまでヘテロダイン変換でビートダウ
ンし既存のマイクロ波技術によって増幅可能とする技術。
・ラーモア歳差運動や分子の回転や振動モード原子分解能でイメージングできる。


